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令和 ７ 年度 事 業 報 告 書 

 
（事業の概要） 

１ 研究助成事業 

（計 画） 薬力学の研究に従事する若手研究者に対する研究費の補助として総額４００万円（４名から５  

名）を助成する。 

毎年、ホームページ上に募集要項を公開し、研究助成金交付対象者の公募を行っている。 

選考方法は、審査委員による応募書類を審査のうえ審査委員会を開催し、その結果を理事会に報告

する。 理事会は当該報告を受けて、助成対象者を決定し、助成金を授与する。 

 

（内 容） 募集要項は令和７年６月２０日から令和７年９月３０日まで、ホームページ上に公開したほか、 

医・歯・薬学系の学部を有する、全国の国公私立大学の研究支援・産学連携部門・広報部門等へ 

     の周知のため、UMIN（大学病院医療情報ネットワーク）への掲載や各機関へのメール送信等でお知ら

せした。 

その結果、１７名の応募者があった。 

令和７年１０月１０日、理事長は審査委員会委員長に対して、2025 年度助成金受賞候補者の選考

を命じ、令和７年１２月２３日審査委員長より理事長あてに審査結果報告があり、令和８年１月 

１４日 臨時理事会において、下記５名に各１００万円の助成金を授与することを決定した。 

 

  １．岡本（内田）好海  

所    属 東京科学大学 総合研究院 難治疾患研究所  発生再生生物学分野 助教 

研 究 題 目 一細胞空間トランスクリプトーム解析を用いたドライバー変異を介さない肝細胞がん発  

      症における腫瘍微小環境の役割の解明 

 

   ２．佐々木 広 和 

      所    属 東京科学大学 医歯学総合研究科 膠原病・リウマチ内科学  助教 

 研 究 題 目 特発性炎症性筋疾患の病態環境におけるT細胞疲弊回避機序の探索 

 

３．伊 澤 俊太郎  

    所    属 北海道大学 獣医学研究院  生化学教室 研究員 

         2026.3.１～  筑波大学 国際統合睡眠医科学研究機構, 准教授 

    研 究 題 目 睡眠治療薬標的としてのオレキシン受容体の細胞種特異的下流シグナル解明 

 

４．辻 岡   洋  

所    属 福島県立医科大学 医学部 神経解剖・発生学講座 教授 

    研 究 題 目 種間比較をもとにした脊髄再生促進法の有効性の検証 
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５．藤 木 珠 美  

所       属 東京科学大学 茨城県腎臓疾患地域医療学講座 助教 

    研 究 題 目 長期PKA活性化法を用いた腎臓の脂肪毒性解除の機序解明および新規CKD治療薬の開発 

 

  

なお、助成金は、受賞者所属大学（機関）の寄附金等受入規程に則り、８年２月１７日及び３月１３日に

各々振込手続きを行った 

また、研究助成金授賞式に関しては、学術講演会開催準備期間と重複し、対応が困難なことから、各受賞 

者に対して研究助成通知書を郵送した。 

 

２ 学術講演会等の開催及び助成事業 

（計 画） 薬力学に関する学術講演会、研究討論会を開催し及びそれらに対する補助として以下を助成する。 

 

  〇 ２０２５年度「薬力学に関する学術講演会、研究討論会」の開催及びそれに対する補助として５６万 

円（学術講演会等開催費用・助成金６万円、特別講演謝金１名分１２万円、交通費１２万円、会場借料６万 

円、印刷製本日２０万円）を助成する。    

 

（内 容） 今年度は、本研究会主催の学術講演会を令和８年３月６日（金）１８時から２０時までお茶の水医学

会館９階大会議室にて開催した。 

      開催に際してはポスタ―を作成し、配布・掲示したほか、大学病院医療情報ﾈｯﾄﾜｰｸｾﾝﾀ‐New Link 

に掲載し周知した。   

 経費として特別講演謝金５５,０００円、講演者の交通費３９、８４６円、会場借料６６,０００円 

助成研究報告集作成費１８８,１００円、意見交換会経費４０,０００円、講師用飲料水１,５００円  

合計３９０,４４６円を助成した。 

なお、講演内容は以下のとおり。 

 

（特別講演） 

江 石 義 信 氏 (薬力学研究会常任理事、AEC Labo 株式会社 代表取締役) 

演  題  「日本式大腸癌・胃癌検診の海外普及」 

                                          

（研究助成金授賞講演） 

南     聡  （大阪大学大学院医学系研究科 生化学・分子生物学講座 遺伝学 特任助教）                                                      

演  題 「オートファジー創薬の実現に向けた、ヒト糖尿病性腎臓病の病態解明」 

 

室  龍之介  (東京理科大学 研究推進機構 生命医科学研究所 分子病態部門 助 教) 

演  題  「mRNA 製剤に固有の免疫活性化機構の解明」 

 

熊谷  尚悟   (がん研究会 がんプレジション医療研究センター 分子免疫研究部 部長) 

演  題 「カイニン酸型グルタミン酸受容体阻害薬の抗腫瘍免疫応答増強効果に関する検討」 
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森  雄太郎 （東京科学大学 大学院医歯学総合研究科 腎臓内科学分野  
テニュアトラック助 教（文部科学省卓越研究員）  

              演  題 「患者由来オルガノイドを用いた慢性腎臓病共通病態の探索と創薬」 

 

以上の講演を行い、講演終了後活発な質疑応答が行われた。 参加者は、当財団役員、評議員、厚生労働

省室長、研究者、薬剤師、製薬企業社員など多岐に及び、約２５名が参加した。 

講演会終了後、演者を囲む会を催し、今後の講演会の在り方など活発に意見交換がなされた。 

        また、研究助成金授賞講演者の研究を纏めた「薬力学研究会 助成研究報告集 ２０２４年度」を      

作成し、３月中旬には、当該受賞者、本研究会 評議員、理事、監事、審査委員他関係者に配布した。 

    

３ 献体業務助成事業 

 （計 画）  薬力学の進歩発展のために、医学教育及びこれらに関連する献体業務に対し３０万円を助成す 

る。この助成は、医学教育に欠かせない人体解剖実習に必要な献体業務への支援であり、医療人教

育に貢献している。さらに、不特定多数の利益（健康増進と医療内容の向上）に寄与し、広く人類

の福祉への貢献につながる事業である。 

助成の実施に関しては、東京科学大学より助成内容について申請を受け、内容について審査を行

ったうえで助成を決定している。 

 

（内 容） 今年度は、令和７年１２月１日、東京科学大学（献体の会）に対し、３０万円の助成を実施すると

ともに、大学の献体の会事務局を通じて篤志解剖全国連合会の会費支援等を行っている。 

 

４ 教育助成事業 

（計 画） 東京科学大学大学院の教育の充実を図ることで薬力学の進歩発展に寄与するため、２６万円を助

成する。 

当該大学院に対し助成するこの助成は、東京科学大学 大学院を支援、充実させることにより、

優秀な研究者を輩出し、研究の進歩、高度化を図ることを目的とする。このことは不特定多数の利

益（健康増進と医療内容の向上）に寄与し、広く人類の福祉への貢献につながる。 

助成の実施に関しては、東京科学大学より助成内容について申請を受け、内容について審査を行

ったうえで助成を決定する。 

 

（内 容） 今年度は、令和７年８月１４日、東京科学大学に対し、２６万円の助成を実施した。 

 

５ 学術出版助成事業 

（計 画） 例年刊行の助成を行ってきた「お茶の水醫學雑誌」の廃刊に伴い、本年度は本事業を休止する。 

（内 容） 本事業を休止とした。 
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６ 運営体制の充実を図るための取組 

   一般社団法人及び一般財団法人に関する法律第１２４条に基づく監事による監査に加え、財務を含む監査 

機能の強化を目的として、税理士法人青山鈴木事務所による外部監査を実施している。 

 

令和７年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第３４条第３項に規定  

する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないため作成しておりません。 

  

令和８年５月 

公益財団法人薬力学研究会 


